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平成２８年度用　中学校「技術・家庭」
新教科書の観点別評価一覧
※学習指導要領のＡＢＣＤのレベルを「内容」と呼んでいます。
	観　点
	評　　　　価
	観　点
	評　　　　価

	学習指導要領

との関連
	○各内容は，学習指導要領の「技術・家庭科の目標」及び「技術分野の目標」，「技術分野の内容」，｢指導計画の作成と内容の取扱い｣に準拠していて，適切である。

○実践的・体験的な学習活動を通して，生活をよりよくしようとする意欲を引き出し，自ら問題を見出し，課題を設定して解決を図る力を身につけることができるように，よく工夫されている。
	内容の正確性
	○各内容は，本文，図・イラスト・写真など，いずれも正確で，極めて分かりやすく丁寧に記述されている。

	
	
	持続可能な社会，

循環型社会への

配慮
	○ガイダンス（p.12～13）をはじめ，個々の学習場面や各内容の最後で取り扱い，学習活動や生活の中で環境を大切にする実践的態度が身につくように，細かい配慮がされている。(本文ではp.33，84，97，132，171，239，248 他)

	内容の範囲・

程度，系統性
	○生徒の生活経験や発達段階及び授業時数などを十分考慮して範囲や程度が定められており，各内容の系統性も極めて適切である。

○各内容の範囲は，学習指導要領に適合していて，生徒の生活経験に十分配慮し，授業時数などの学校事情や生徒の実態にも弾力的に対応できるように工夫されている。

○各内容の程度は，本文・課題・図表・写真など，いずれも生徒の心身の発達段階に適応している。

○各内容の系統性は，基礎・基本の習得から応用・発展的な学習へと系統的に展開されており，極めて適切である。
	伝統的技術

への配慮
	○ガイダンスのページでは，日本の伝統技術（p.7，9）や日本の技術の歴史（p.2～3，8，20～21）を取り上げているほか，先人の知恵が生かされて技術が発達してきたことが（p.172 他）が示されており，生徒の関心を引き出そうとしている。

	
	
	科学的視点

への配慮
	○各題材とも，科学的な視点を育てる配慮が十分にされていて，極めて適切である。(p.28～30，36，56，61 他)

	
	
	情報モラル

への配慮
	○情報セキュリティ，情報モラルの大きく２つの内容に分けて，各６ページの合計１２ページで系統立ててまとめ，本文中では「情報モラルLink」マークでこれらのページを参照できるように配慮してあり，極めて適切である。

	内容の選択・

扱い
	○各内容とも，学習指導要領に示されている「技術分野の内容」及び「内容の取扱い」に照らして，選択・扱いは適切である。

○実習例は，基本となる実習から参考・応用的なものまで，男女生徒がいずれも関心と意欲をもって取り組めるような多様な例が扱われていて適切である。

○本文は，特定の事項・事象・分野などにかたよることなく，全体として調和がとれている。

○人権や男女平等についても，細かな配慮をした取扱いがなされている。
	
	

	
	
	発展的な

学習内容
	○生徒の意欲や興味・関心に応えられるように，「発展」マークを付し，本文と関連づけて無理なく配置されている。

(p.105，127，129)

	
	
	表記・表現
	扉
	○各内容の扉は，文字や写真などによって学習のめあてや流れが分かり，学習への意欲づけが図られるように工夫されていて，効果的である。

	内容の組織・

配列・分量
	○全体として系統的・発展的に組織されており，分量や配分は，授業時数や多様な指導計画などに適応できるように考慮してまとめてある。

○各内容とも「導入」→「基礎学習」→「展開」→「まとめ・評価」の順で系統的・発展的に組織されている。

○「学習の進め方」(p.14)のページで技術の学び方が分かり，各内容の扉では内容全体の｢学習の流れ」が分かるようになっている。また，適所に「作業の流れ」や「進め方」が俯瞰できるページ(p.24，122，123，218，219 他)があり，学習の見通しがつけやすい。

○各学習項目では，導入課題を設けて生徒に問題意識をもたせ，自ら解決しようとする能力を養うように組織されている。

○学習のまとまりごとに「ふり返り」(p.25，33，46 他)が設定され，各内容の終わりには「ふり返ろう」「生活に生かそう」(p.90，134他)が設定され，自己評価及び生活への応用ができるようになっていて，極めて効果的である。

○本文内容は，基礎的・基本的な事項を習得する上で適切な内容に精選され，適宜学習を深める小課題などが示されている。また，基礎・基本と応用・発展とを紙面上で明確に区分しており，応用・発展的内容は，「参考」「探究」「発展」などとして示され，多様な指導に弾力的に適応できるように工夫されていて適切である。

○各学習項目は基本的に見開き単位でまとめられていて，学習・指導に極めて効果的である。
	
	図版

イラスト

写真 
	○図やイラスト・写真は，本文内容の理解を助ける資料として，また課題を解決するための手がかりとしてよく工夫され，表現のしかたや分量・大きさなど極めて適切である。

	
	
	
	マーク

キャラクター
	○マークやキャラクターは，生徒が関心・意欲を持って主体的に楽しく学習を進めるのに，大変効果的である。

（前見返し～p.1のマークの説明 他）

	
	
	
	レイアウト
	○レイアウトは，見開きを有効に活用しており，本文及び参考などの資料との区分も明確で，適切である。

(p.14～15，16～17，38～39，142～143，178～179など)

	
	
	
	爪見出し
	○奇数ページ右上には爪見出しが設けられ，頁が開きやすく，全体の中のどこを学習しているのかが常に分かるように工夫されている。また，爪見出しに置かれている資料写真が生徒の興味・関心を引き出すように工夫されている。

	
	
	
	ページ下
	○各ページの下部には豆知識が設けられていて，生徒が興味・関心をもち，さらに知識を習得できるように工夫されていて，極めて効果的である。

	
	
	造本・体裁
	表　　紙
	○表紙は，「技術分野」の学習内容と社会との関連を写真で示している。職業観や伝統技術を尊重する態度を養うとともに，生徒の関心・意欲を喚起することもでき，数年間にわたって使用するのにふさわしい表紙である。

	
	
	
	印　　刷
	○印刷は全ページカラー印刷で美しく，印刷インキは環境に配慮したインキが採用されていて，極めて適切である。
○色覚特性（カラーバリアフリー）の検証を認証機関で受けており，認証機関より発行されるCUDマークの取得が見込まれている。

	基礎・基本的

事項の扱い
	○各内容とも，基礎的・基本的な事項が習得できるように，要点を押さえて系統的かつ詳しく丁寧に記述されており，極めて効果的である。
○写真や図版は分かりやすく，必要な箇所では，生徒があたかも自分が作業をしているように見えるアングルで撮影した写真や図版が使用されているなど，理解を促すための工夫がよくなされている。(p.55，58 他)
	
	
	

	
	
	
	用　　紙
	○用紙は，環境・資源に配慮した用紙が採用されていて，さらに写真や色彩の再現がよく，薄くて丈夫なものが採用されている。

	
	
	
	製　　本
	○製本は強固に接着がされており堅牢で，長期の使用に耐えるものとなっている。

	総　括
	●全体として，内容の範囲・程度・選択・扱いは適切で，組織・分量や内容の取り扱い，表記・表現などで，細かな工夫が見られる。

●各内容は，「導入」→「基礎学習」→「展開」→「まとめ・評価」の順で構成され，各段階とも生徒の興味・関心・意欲を高めながら，問題解決的な学習が無理なく展開でき，系統的な学習が進められるように工夫されている。これによって主体的に学ぶ力，創意工夫する力を養い，かつ家庭生活や社会生活で応用・実践していく基礎的・基本的な知識と技術が習得できるように配慮されていて，極めて適切である。

●安全教育や環境教育，伝統文化，科学的視点，情報モラルなども，総合的な取り扱いだけでなく，それぞれ個々の学習場面と関連づけて随所に取り上げてあり，実践的で極めて効果的である。
●爪見出しやデザイン･レイアウト，印刷・造本などにも，細かな配慮がされていて大変効果的である。
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